


◇11月調査による［北信地区の経済状況］
　全産業（不動産業・旅館業除く）の売上高前年比
「増加・減少」割合は、前回に比べ「増加」割合（33％）

が11㌽増加、「減少」割合（44％）が８㌽減少、「不
変」割合（23％）は３㌽減少、全体としては増加の
状況です。

→ → →

月例
調査 前回調査  2020年10月

●売上高〈生産高・施工高〉前年比「増加・不変・減少」割合
矢印は前回調査比
（3ポイント以上の動き）

増加　　　不変　　　減少

全産業の｢売上高｣は増加

改善 不変 悪化
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◇2020年9月の長野県鉱工業指数
　（速報：季節調整済指数）
　生産は98.5（前月比＋5.7％）で
３カ月連続の上昇、出荷は104.1
（同＋6.7％）で２カ月連続の上昇、
在庫は101.3（同＋0.6％）で４カ
月連続の上昇となりました。
◇前年同月比（原指数）　 
　生産は101.2（前年同月比▲
10.9％）で14カ月連続の低下、出
荷は107.7（同▲9.8％）で12カ月連
続の低下、在庫は95.0（同▲4.2
％）で11カ月連続の低下となりま
した。

［生産］　上昇…情報通信機械、はん用･生産用･業務用機械、食料品など13業種
　　　  低下…電気機械、その他、繊維など４業種
［出荷］　上昇…はん用･生産用･業務用機械、電子部品・デバイス、情報通信機械など11業種
　　　  低下…電気機械、その他、窯業･土石製品など６業種
［在庫］　上昇…電気機械、食料品、窯業･土石製品など６業種
　　　  低下…情報通信機械、その他、金属製品など10業種

生産は３カ月連続の上昇
前年同月比は14カ月連続の低下
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●長野県鉱工業の生産・出荷・在庫指数（季節調整済）の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2015年＝100／資料：長野県）
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概　　  況 全 産 業
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●長野県の労働時間の動き〈前年同月比〉
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●機械稼働率と機械稼働状況前月比「上昇・低下」割合の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （％／資料：当金庫）
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製  造  業 食料品、金属加工品、一般機械、電気機械、自動車部品、精密機械

　製造業の生産高前年比「増加・減少」割合は、前
回に比べ「増加」割合（42％）が17㌽増加、「減少」割
合（42％）が12㌽減少、「不変」割合（15％）が５㌽減
少で、全体としては増加の状況です。

企業からのコメント
☆GoToキャンペーンなどの影響で、観光客の入り込
　みも多くなり、売上増に寄与している。 （乾そば）
☆一時期の需要増加が、ここのところは落ち着いて来
　たように感じる。 （農産物加工）
☆コロナ禍だが、取引先も経済を回す方向に舵を切り
　始めた感がある。今まで止まっていた受注も増加に
　転じている。 （シール・ラベル）
★☆コロナ禍による５月の販売減が出荷停止から半年
　が過ぎて、特殊仕様のアイテムなどの注文が復活し
　て来たが、完全復活にはほど遠い。 （プロジェクター）
☆パソコン・スマホ関連は、年末商戦に向けて繁忙期。
　学校向けのPC検査品の増加や制御盤関係が少しず
　つ回復傾向にある。 （パソコン）
☆液晶関連、車載関連装置が動き出した。 （半導体関連）

｢生産高｣ 一般機械・自動車部品が減少するも、全体は増加

［業 種 別］　増　加…食料品・金属加工・電気機械・精密機械
　　　　　  減　少…一般機械・自動車部品
［機械稼働］　（前回比）稼働率　上昇
　　　　　  上昇割合　（20％）　→ 26％
　　　　　  下降割合　（26％）　→ 12％
［受注状況］　受 注 量（前回比）上昇   
　　　　　  増加割合　（16％）　→ 29％
　　　　　  減少割合　（22％）　→ 14％
　　　　　  受注残高（1.2カ月）　→1.4カ月 
［受注基調］　（前回比）上昇
　　　　　  上昇割合　（13％）　→ 31％
　　　　　  下降割合　（25％）　→ 16％

製造業
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15.2 減少 42.4
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●施工高前年比「増加・減少」割合と受注状況の推移
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建  設  業 総合建設、土木工事、建築、各種設備

　建設業の施工高前年比「増加・減少」割合は、前
回に比べ「増加」割合（33％）が４㌽増加、「減少」
割合（37％）が４㌽増加、「不変」割合（30％）が８㌽
減少し、全体としては横ばいの状況です。

｢施工高｣ 総合建設・各種設備は増加するも、全体は横ばい  

 

［業 種 別］　増　加…総合建設・各種設備
　　　　　 横ばい…建築
　　　　　 減　少…土木工事
［受注状況］　受注残高（前回比） 　改善　
　　　　　  ｢多い・適正」割合　（68％） → 72％
　　　　　  ｢少ない」割合    　（32％） → 28％ 

企業からのコメント

☆★公共工事の受注は堅調。民間建築工事は、事業用
　施設がコロナ禍の影響で投資の先送りが多い。
☆★引き合いはあるが、収益は減少傾向にある。
☆★民間工事の受注はリフォームが多く、新築物件は
　非常に少ない。 （以上総合建設）
★新型コロナの影響が大きく出始めてきた。仕事量も
　少なく、単価もかなり安い。見積り依頼はあるが、
　年明けから春先までの仕事がない。 （鉄骨鉄筋工事）

●施工高前年比「増加・減少」割合（％）

４～10月の公共工事（東日本建設業保証取扱分）

　長野県の４～10月の新設住宅着工戸数は7,388戸
（前年同月比▲7.6％）でした。持家が4,018戸（同▲
10.6％）、貸家が2,000戸（同▲13.5％）、分譲が1,110
戸（同▲6.1％）、給与が260戸（同＋6,400.0％）です。  
　北信地区の４～10月の新設住宅着工戸数は1,998
戸（同▲14.5％）でした。持家が1,115戸（同▲14.4
％）、貸家が513戸（同▲14.1％）、分譲が358戸（同
▲18.1％）、給与が12戸（同――％）です。

４～10月の新設住宅着工戸数 

　長野県の４～10月の発注合計は、1,981.9億円（前
年同期比＋40.6％）となりました。「国」の350.0億円
（同＋52.0％）、「県」の618.9億円（同＋38.0％）、「市町
村」の564.6億円（同＋17.6％）、「そのほか」の437.9
億円（同＋77.7％）で、すべてプラスでした。
　北信地区市町村の発注合計は155.6億円（同▲0.7
％）で、うち長野市は82.6億円（同＋1.0％）でした。建設業

総合建設業

土木工事業

建　築　業

各種設備業

前回

今回

29.5 37.7 32.8

増加　33.3 不変　30.2 減少  36.5

45.5 27.2 27.3

33.3 25.0 41.7

25.0 45.0 30.0

36.4 27.2 36.4

●施工高前年比「増加・減少」割合（％）

●建設業保証取扱分から見た長野県と北信地区市町村の
　公共工事の状況（2020年10月/2020年4月～10月累計）
　　　　　　　　　　　　　  （単位＝百万円／資料：東日本建設業保証㈱）
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●北信地区と長野県の新設住宅着工戸数
  （20２０年10月/2020年4月～10月累計）　     （資料：長野県）

 3,043   49.9％ 35,000 52.0％
 7,789  ▲3.1％ 61,887 38.0％
 7,383   21.2％ 56,465 17.6％
 629   ▲68.3％ 43,791  77.7％
 18,844  　3.8％ 198,189 40.6％
 1,883 　▲6.3％     15,564   ▲0.7％
 1,014 ▲29.3％      8,258  1.0％

★☆新型コロナの感染者数に一喜一憂する業界ではな
　いので、現在、特別な動きはないが、今後の公共工
　事の発注などに注視する必要がある。 （土木工事）

 168戸  59戸 103戸 0戸 330戸
 105戸  35戸  86戸      0戸 226戸
 1.2％   ▲33.7％   106.0％ ―――    8.2％
 7.1％   ▲18.6％   196.6％ ―――   32.9％
 1,115戸  513戸  358戸     12戸 1,998戸
 ▲14.4％   ▲14.1％   ▲18.1％  ―――  ▲14.5％
 582戸  270戸  227戸 1戸 1,080戸
 3.6％   ▲38.5％    94.0％  皆増    ▲3.4％
 4,018戸  2,000戸   1,110戸     260戸  7,388戸
 ▲10.6％ ▲13.5％ ▲6.1％ 6,400.0％ ▲7.6％
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卸小売業 卸売業、小売業

サービス業 サービス、輸送、外食、観光、不動産

｢売上高｣ サービス・輸送・外食ともに増加

　卸小売業の売上高前年比「増加・減少」割合は、
前回に比べ「増加」割合（26％）が８㌽増加し、「減
少」割合（39％）が17㌽減少、「不変」割合（35％）が
９㌽増加し、全体として売上は増加の状況です。

「売上高｣ 小売は増加、卸売は横ばい　　

［業 種 別］　増加…小売業　横ばい…卸売業　　

10月の消費者物価指数（長野市）　2015年基準＝100　　
◇総合指数（確報値）……102.8（49カ月ぶりにマイナス）
　（前月比▲0.2％、前年同月比▲0.4％） 
　上昇…｢家具・家事用品｣｢被服及び履物｣｢保健医療｣
　下落…｢光熱・水道｣｢教養娯楽｣｢食料｣

◇生鮮食品を除く総合指数…102.4（５カ月ぶりにマイナス）
　（前月比▲0.2％、前年同月比▲0.8％） 

企業からのコメント
★☆GoToトラベルが始まっても、軽井沢町や松本市に比
　べ長野市は効果が薄いように感じる。観光地として
　のイメージ作りが遅れているのではないか。 （土産品）
☆★各市町村で「プレミアム商品券」発行による経済活
　性化策が実施されたが、使用時期の制約から顧客の
　商品購入の時期が遅れている。 （家電販売）
☆新車や中古車購入の問い合わせが、徐々に増えて来
　ている。 （自動車）
★コロナ禍の影響によるイベントなどの減少で、売上
　が大幅に減少している。 （スポーツ用品）

　サービス業　売上高前年比「増加」割合は25㌽増
加の25％、「減少」割合は13㌽減少の63％、「不変」
割合は13㌽減少の13％と、売上は増加の状況です。
　輸送業　売上高前年比「増加」割合は10㌽増加の
10％、「減少」割合は20㌽減少の80％、「不変」割合
は10㌽増加の10％と、売上は増加の状況。タクシ
ーは横ばい、運輸は増加です。
　外食業　売上高前年比「増加」割合は16㌽増加の
30％、「減少」割合は１㌽減少の70％、「不変」割合
は14㌽減少の０％と、売上は増加の状況です。
　観光（旅館）業　入込数は平均で前月比38㌽の増
加、前年同月比も４㌽の増加で、宿泊利用は伸び
ています。
　不動産業　需給状況は前回に比べ、「双方手控
え・どちらも低調」は27㌽増加の60％、「引合いや
や増加」は３㌽減少の30％でした。

企業からのコメント
☆★小布施・山ノ内方面はGoToトラベルの効果で旅
　行客は増加傾向だが、例年、冬季に増加していたイ
　ンバウンド需要は全く期待できない。 （タクシー）
★☆コロナ禍で来店客数が半減していたが、GoToトラ
　ベルで土日の県外客が増加した。 （そば店）
☆★年末年始はGoToトラベルの関係で昨年より予約件
　数は増えている。ただし、密を避けるために収容人
　数の調整をする予定。 （ホテル）

サービス業

輸送業

うちタクシー業
うち運送業

前回

今回

●売上高前年比「増加・減少」割合（％）
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6

　実施･検討中の対策　「時短勤務」「オンライン会
議」「交代勤務・シフト勤務」が対応策（13～14％）と
して挙がりました。
　経営課題　「収益性の改善」（43％）をはじめ、「人
材獲得」「マーケット拡大」「後継者の育成」「新規
事業の開拓」が２ケタとなっています。

　「新型コロナ感染症の対策として、実施・検討して
いる諸対応策」を聞きました。
　６割弱は「特になし」ですが、「時短勤務」（14％）
をはじめ「オンライン会議」と「交代勤務・シフト勤
務」（共に13％）が主な対策となりました。「在宅勤
務・テレワーク」と「時差出勤・フレックスタイム」「モ

バイル端末の業務利用」の回答は１ケタです。

　製造業　「オンライン会議」（22％）、｢在宅勤務・
テレワーク」（８％）、｢時差出勤・フレックスタイ
ム」（６％）、｢モバイル端末の業務利用」（６％）が
他業種に比べて最も高く、その結果、｢特になし」
（49％）は他業種に比べて最も低くなりました。
　建設業　「特になし」（72％）が他業種に比べて最
も高く、他方「時短勤務」（３％）は他業種に比べて
最も低くなっています。
　卸小売業　「交代・シフト勤務」（９％）、｢オンラ
イン会議」（４％）、｢在宅勤務・テレワーク」（２％）、

「時差出勤・フレックスタイム」（２％）は他業種に
比べて最も低く、「その他」（４％）は他業種に比べ
て最も高くなりました。
　サービス業　「時短勤務」（30％）、「交代・シフ

ト勤務」（19％）が他業種に比べて最も高く、他方 
｢モバイル端末の業務利用」（０％）は他業種に比べ
て最も低くなりました。「特になし」（49％）は製造
業とともに最も低くなっています。
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7

実施･検討中
の対策

　「アフターコロナにおける経営課題」について聞
きました。
　「収益性の改善」をはじめ「人材獲得」「マーケッ
ト拡大」「後継者の育成」「新規事業の開拓」が主な
課題で２ケタとなりました。「資金調達」「ＤＸ推
進」「効率的リモートワーク」は１ケタです。

　製造業　「マーケット拡大」（25％）、｢後継者の育

成」（22％）、｢新規事業の開拓」（19％）、｢効率的リモ
ートワーク」（８％）が他業種に比べて最も高く、
｢資金調達」（７％）と｢特になし」（13％）は他業種に
比べて最も低くなりました。
  建設業　「人材獲得」（26％）が他業種に比べて最も
高く、他方「収益性の改善」（34％）、｢新規事業の開
拓」（８％）、｢マーケット拡大」（６％）、｢ＤＸ推進」
（５％）は他業種に比べて最も低くなっています。
　卸小売業　「ＤＸ推進」（９％）は他業種に比べて
最も高く、他方｢資金調達」（７％）は他業種に比べ
て最も低くなりました。
　サービス業　「収益性の改善」（61％）と｢資金調
達」（14％）が他業種に比べて最も高く、他方「人
材獲得」（９％）「後継者の育成」（９％）、｢ＤＸ推
進」（５％）、｢効率的リモートワーク」（２％）は他
業種に比べて最も低くなりました。

◇次号は「2021年の経営見通し」を予定

●新型コロナ感染症の対策として、
　「実施・検討」している諸対応策（％） ●アフターコロナにおける「経営課題」（％）

※「無回答」（全産業3.5％）は省く
※複数回答につき合計は100％を超える

※「無回答」（全産業3.1％）は省く
※複数回答につき合計は100％を超える

｢時短勤務｣ １４％ ｢オンライン会議｣ １３％
｢交代勤務・シフト勤務｣ １３％ ｢特になし｣ ５９％

特
に
な
し

そ
の
他

モ
バ
イ
ル

端
末
の

業
務
利
用

時
差
出
勤
・

フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム

在
宅
勤
務
・

テ
レ
ワ
ー
ク

交
代
勤
務
・

シ
フ
ト
勤
務

オ
ン
ラ
イ
ン

会
議

時
短
勤
務

13.7 13.3 12.8

6.6
4.0 3.5

1.8

59.3

特
に
な
し

そ
の
他

効
率
的

リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク

Ｄ
Ｘ
推
進

（
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
よ
る

企
業
変
革
）

資
金
調
達

新
規
事
業
の

開
拓

後
継
者
の

育
成

マ
ー
ケ
ッ
ト

拡
大

人
材
獲
得

収
益
性
の

改
善

42.9

18.6

15.0 14.6
12.8

8.4
6.6 6.2

1.8

19.9

実施･検討中の対策

｢時短勤務｣ 14％
｢オンライン会議｣ 13％
｢交代・シフト勤務｣ 13％

業種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      
製 造  業 ｢オンライン会議｣ 22％ 
建 設  業 ｢特になし｣ 72％ 
卸小売業 ｢時短勤務｣ 11％ ｢特になし｣ 67％ 
サービス業 ｢時短勤務｣ 30％ 
　　　　｢交代・シフト勤務｣ 19％ 

｢アフターコロナにおける経営課題」

「収益性の改善｣ 43％
「人材獲得｣ 19％
「マーケット拡大｣ 15％
「後継者の育成｣ 15％
「新規事業の開拓｣ 13％

業種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      
製 造  業 ｢マーケット拡大｣ 25％ 
建 設  業 ｢人材獲得｣ 26％ 
卸小売業 ｢ＤＸ推進｣ ９％ 
サービス業 ｢収益性の改善｣ 61％ 
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　今年度は伊能忠敬の『測量日記』を読みながら、
北信濃の伊能忠敬の足跡をたどります。また伊能
忠敬が作成した「大日本沿海輿地全図」（大図）の該
当部分を紹介します。
　伊能忠敬の測量隊が、享和２年（1802）10月の第
１回に引き続き、２回目に北信濃を測量したのは、
12年後の文化11年（1814）のことでした。飛騨から
野麦峠（松本市奈川）を越えて信州に入った一行は、
善光寺を経て、５月１日（現在の暦で６月18日）に
浅野宿（長野市豊野町浅野）に宿泊しました。

伊能忠敬の『測量日記』より
５月２日（現在の暦で６月19日）
浅野宿から替佐宿まで
　昨夜は雨が降りましたが、この日は終日曇。朝
六つ時（６時）過ぎに浅野を出発。飯山藩領の大倉
村と蟹沢村の入会地から、鳥居川の土橋を渡りま

（76）伊能忠敬、浅野宿から飯山城下へ

した。蟹沢村の枝村の二ツ石（長野市豊野町蟹沢二
ツ石）を左右に見ながら、上今井村（中野市上今井）
に入りました。ここは茶屋などのある立場で、左
手の古城山には今井四郎兼平の城跡があります。
枝村の荒山を過ぎて、替佐村（中野市豊津）に入り
ました。ここは宿場で、庄屋の六右衛門宅で休み
ました。
替佐宿から静間村まで
　上総川（斑尾川）を渡ると、右側は替佐村、左側
は穴田村（中野市穴田）です。替佐峠を越えると、
替佐村の枝村の赤坂新田です。永江村（中野市永
江）の枝村の三ツ俣新田には、戸隠道と善光寺道
の追分があります。蓮村に入り、境沢、深沢、枝
村の茂右衛門新田を過ぎて、飯沢川（宮沢川）の土
橋を渡りました。枝村の飯沢新田、五右衛門新田
から静間村上組に入ると、左側に真宗の蓮行寺が
あります。庄屋助三郎方で休憩しました。

よ ち

飯山城下
　清川を渡ると飯山町の
新町で、須坂道の追分が
あります。上町、本町、
肴町、愛宕町、伊勢町な
どを測量して、宿所の本
町河内屋市郎兵衛に入っ
たのは九つ半（午後１時）
頃でした。

「大日本沿海輿地全図」
（大図）を見る

　「大日本沿海輿地全図」
の、浅野宿（右下）から飯
山城下（左上）までの部分
です。左が北で、右が南
です。千曲川が、右下から左上に向かって流れて
います。
　伊能忠敬の測量隊が歩いた道は、細い線で表さ
れています。線は千曲川を挟んで２本あって、左
上の飯山城下で一緒になっています。千曲川左岸
の浅野宿から飯山城下までは、測量隊が５月２日
に通ったコースです。右岸の線は、翌日に飯山城
下から須坂に向けて通ったコースです。
浅野宿から上今井まで
　浅野宿を出るとすぐに「鳥居川」を渡り、「橋場」
があります。右手に「蟹沢村板橋」、左手に「大倉村
土手新田」「蟹沢村枝二ツ石」があります。ここまで
が現在の長野市豊野町です。「本多豊後守」の文字
が地図中に散見しているのは、このあたりがほと
んど飯山藩領であるためです。
　２本の川を渡って「上今井村」に入ります。ここ
からは現在の中野市（旧豊田村）です。飯山藩領に
は今井村が２つあるので、こちらを上今井村、飯
山市常郷の今井（戸狩野沢温泉駅の北方）を下今井
村と呼んで区別したということです。地図ではこ
の付近で千曲川が東側（上）に蛇行していますが、
明治５年（1872）に瀬直し（流路変更工事）が完成し、
現在の千曲川は上今井駅のすぐ東側を流れていま
す。
替佐宿から飯山城下まで
　「替佐村」（中野市豊津替佐）に〇印が付いている
のは、宿場であることを示しています。飯山街道

はここから千曲川を離れ、「替佐峠」を越えて替佐
村の「赤阪」（赤坂）（中野市豊津赤坂）に出ます。現
在の国道117号替佐静間バイパスに沿ったルートで
す。赤坂は、上信越自動車道の豊田飯山ＩＣ東側
にある集落です。
　豊田飯山ＩＣを出て飯山方面に向かうと、すぐ
に「道の駅ふるさと豊田」がありますが、この付近
が「永江村枝」の「三ッ俣新田」（中野市永江三俣）で
す。『測量日記』に戸隠道と善光寺道の追分である
と記されているように、ここは交通の要地です。
ＩＣがこの近くに造られたのは、けっして偶然で
はないのです。
　ここからは「蓮村」「静間村」を通って再び千曲
川の近くに出て、川（清川）を渡り、飯山城下に入
ります。

伊能忠敬の測量データ（『大日本沿海実測録』より）
　浅野村～替佐村　　　１里26町33間（約6824m）
　替佐村～飯山新町　　２里18町47間半（約9905m）
　飯山新町～飯山本町　８町42間（約949m）
　　　　　　　　　　 　（１里＝36町、１町＝60間）

１月号は「伊能忠敬、飯山城下から須坂へ」
　　　　の予定です。

復元された飯山城の城門
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長野信用金庫　URL http：//www. nagano-shinkin. jp/

 

　「『特別給付金』として支給された10万
円の使い道」を聞きました。
　トップ３は「食費などの生活費」（28％）、
｢手を付けずそのまま貯蓄」（27％）、｢家
電・家具」（16％）で、そのあとは「未定」（12
％）でした。「その他」「旅行やレジャー」
「教育関連費」「ローン返済」「医療費」が
１ケタとなっています。
　男女別で見ると、男女とも１～５位は
全体と変わりなく、６～８位は微妙な差
でした。
　世代別では、10～20代と30～40代の１
位～２位は変わりなく、10～20代の３～
５位は「家電・家具」「未定」「その他」、 30
～40代の３～５位は「家電・家具」「未定」
「教育関連費」となりました。50代以上
は「生活費」「貯蓄」「家電・家具」「旅行や
レジャー」「その他」の順となっています。

〈当金庫・2020年９月調査〉
※複数回答につき合計
　は100％を越える

国内旅行

家族・友人
との外食

レジャー施設
の利用

スポーツ観戦

買い物

海外旅行

運動

映画や演劇

アウトドア

習い事

その他

別になし　

27.9

27.0

16.4

6.3

5.2

4.4

2.2

11.7

6.8

11.7

7.1

●特別給付金として
　支給された10万円
　の使い道（％）

「特別給付金」の使い道

｢生活費｣ 28％ ｢そのまま貯蓄｣ 27％ ｢家電・家具｣ 16％

食費などの
生活費

手を付けず
そのまま貯蓄

家電・家具

旅行やレジャー

教育関連費

ローン返済

医療費

その他

未定

全　　体
10～20代
30～40代
50代以上

●みなさまの税務相談のご案内［1月］ （注）上の店名は開催場所、下の（　）内店名はその相談日に含まれる対象店です。

開　催　日 午　　前 午　　後 午　　前 午　　後開　催　日

●１月の「しんきん事業相談会」は１月６日㈬です

1月 6日 水

  7日 木

  12日 火

 13日 水

  14日 木

 18日 月

1月 19日 火

  21日 木

  22日 金

  26日 火

  28日 木

  29日 金

城　北　支　店
（若  槻  支  店）
屋　代　支　店
（稲荷山支店）
南　　支　　店
（七  瀬  支  店）
大 豆 島 支 店
（長  池  支  店）
篠 ノ 井 支 店
（川  柳  支  店）
更　北　支　店
（松  代  支  店）

柳　原　支　店
（東 長 野 支 店）
戸　倉　支　店

（上山田支店・坂城支店）
吉　田　支　店
（古  里  支  店）

川中島駅前支店
（川中島支店）
伊 勢 宮 支 店
（石  堂  支  店）

飯　山　支　店
（山ノ内支店）
小 布 施 支 店
（中  野  支  店）
善光寺下支店
（権  堂  支  店）

墨　坂　支　店
（須坂支店・太子町支店）

若　穂　支　店

大 門 町 支 店
（桜枝町支店）
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